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点検・評価の趣旨等 

 

１．点検・評価の趣旨 

平成１９年６月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部が改正され、教育

委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検・評価を行い、公表する

ことが義務付けられました。このため、宿毛市教育委員会においては、効果的な教育行政

の推進に資するとともに、住民への説明責任を果たすことを目的に、令和４年度教育行政

方針に基づき実施した基礎学力の定着や学力向上対策をはじめ、人権の尊重や豊かな心、

生きる力の育成、生涯学習社会の創造などの取り組みについて、自ら点検・評価を行うとと

もに、評価内容の客観性を確保するため、教育に関する学識経験を有する者からの意見を

付して市民の皆様に報告するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抄） 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条　教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長

に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務局

職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及

び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公

表しなければならない。 

２　教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有

する者の知見の活用を図るものとする。
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２．点検・評価の対象 

（１）項目 

点検・評価は、「教育委員会の活動」、「教育委員会が管理・執行する事務」及び「管

理・執行を教育長に委任する事務」の 3 つの大項目を基本として、必要に応じて細

分化し、中項目、小項目合わせて36 の項目に整理し、項目ごとに点検・評価を行い

ました。 

 

（２）目標 

令和４年度宿毛市教育行政方針を基に、「教育委員会の活動」及び「教育委員会が

管理・執行する事務」については大項目ごとに、「管理・執行を教育長に委任する事

務」については小項目ごとに目標を掲げました。 

 

（３）取り組みの概要 

各項目の目標達成に向けて、令和４年度に実施した主な取り組みを示しています。 

 

（４）評価 

令和４年度の取り組みをふまえ、進捗状況や今後の課題等、項目ごとに評価をし、

ランク付けを行いました。評価の判断基準は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

　　　※実績のないもの、及び評価が困難な項目については「＊」とする 

 

（５）学識経験者の知見の活用 

点検・評価結果に対して、外部の方々のご意見を大項目ごとにまとめていただきま

した。ご意見をいただいた方々は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会点検･評価外部委員　　大 塚　　 勉　氏 

〃　　　　　　　 　　　　松 田　 典 夫 氏

評　価 判　断　基　準

４ 成果が上がり目標を十分に達成している

３ 一定の成果が上がっているが取り組みを強化する必要がある

２ 一定の成果が上がっているものの改善の必要がある

１ 成果がほとんど上がっておらず見直しの必要がある
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令和４年度実績　評価一覧表 

 
大項目 中項目 小項目 評価 備考

第
一
章

　教
育
委
員
会
の
活
動

１．教育委員会の会議

（１）開催状況 ４

（２）運営上の工夫 ４

２．教育委員会と事務局との連携 ４

３．教育委員の自己研鑽 ４

４．支援･条件整備

（１）学校訪問･支援 ３

（２）所管施設訪問・支援 ＊

５．宿毛市総合教育会議 4

第
二
章

　教
育
委
員
会
が
管
理
・執
行
す
る
事
務

１．市教育行政の基本方針を定めること ４

２．学校その他の教育機関の設置、廃止及び変更に関すること ＊

３．教科書その他の教材の取り扱いに関すること ＊

４．教職員の人事に関する基本方針に関すること ＊

５．事務局及び学校その他の教育機関の職員の任免その他人事に

関すること
＊

６．教育委員会の附属機関の委員の委嘱に関すること ＊

７．小学校、中学校の通学区域の設定又は変更に関すること 4

８．１件 1,000 万円以上の工事の計画及び執行に関すること ４

９．委員会の条例等の制定又は改廃に関すること ４

１０.議会の議決を経るべき議案の原案決定に関すること ４

１１.教育予算の見積り決定に関すること ４

１２.地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号

第 26 条第 1 項の規定による点検及び評価に関すること
４

１３.その他 ＊
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大項目 中項目 小項目 評価 備考

 

第
三
章

　管
理
・執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
務

１．学校教育に関すること

（１） 教育内容の充実 ４

 （２） いじめ・暴力・不登校・児童虐

待対策
３

 
（３） 特別支援教育の推進 ４

 
（４） 教職員の資質、指導力の向上 ３

 
（５） 学校･家庭･地域の連携 ３

 
（６） 施設整備等、教育環境の充実 ３

 
（７） 学校給食の充実 ４

 
（８） 小中学校の再編 ３

 
（９） 青少年の健全育成 ３

 

２．生涯学習に関すること

（１） 芸術・文化活動の充実 ４

 
（２） 社会体育活動の充実 ３

 
（３） 家庭の教育力の向上 ３

 
（４）人権教育の推進 ３

 
（５） 施設の管理・運営 ３

 
（６） その他 ３

 
３．広報・情報公開に関すること ４

評　価　　　　　　　　判　断　基　準 

４ ･････　成果が上がり目標を十分に達成している 

３ ･････　一定の成果が上がっているが取り組みを強化する必要がある 

2 ･････　一定の成果が上がっているものの改善の必要がある 

1 ･････　成果がほとんど上がっておらず見直しの必要がある 

 

※実績のないもの及び評価が困難な項目については「＊」とする 
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第１章　教育委員会の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．教育委員会の会議 

（１）開催状況 

 

 

 

 

 

（２）運営上の工夫 

○議案・資料を会議 3 日前までに確認し、積極的な意見交換を行えるように努めた。 

○委員から教育行政に係る意見や提言等の発言がなされた。 

 

２．教育委員会と事務局との連携 

適宣、協議を行うなど情報・意見交換を行った。より一層の連携を図るために資料収

集、情報交換に努めていきたい。 

     

３．教育委員の自己研鑽 

研修会へ参加し、自己研鑽に努めた。 

 

＊高知県市町村教育委員会連合会主催の研修会 

 

 

 会議名 回数 議案件数
 定　例　会 12 回 42 件

 臨　時　会 　1 回 　1 件
 評価

 
４

 評価

 
４

 評価

 
４

 開催日 内　　　容 場　　所

 

R4.10.14

《研修会》 
講演　 子どもの事故～知ることで防げる事故がある～ 
講師　 大阪大学大学院　 

人間科学研究科安全行動学研究分野　 
　　　 特任研究員　岡　真裕美　氏

高知会館 

（高知市）

 
R5.2.9

《定期総会及び研修会》 
 校長・教頭面談及び所用により欠席 

※委任状提出

[目標] 

●教育委員会、事務局、学校、その他の教育機関の連携を密にし、情報・意見交換を

積極的に行う。 

●教育委員としての自覚を持ち、研修に努め、重要かつ基本的な事務処理を適切に

行う。
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＊幡多市町村教育委員会連合会主催の研修会 

 

 

＊宿毛市教育委員会主催の研修会 

 

 

各種研修会等に積極的に参加するなど自己研鑽に努め、教育委員会での審

議をより質の高い、実りの多いものとなるよう努めた。 

 

 

 

 

 開催日 内　　　容 場　　所

 

R4.5.20

《定期総会及び研修会》 
・定期総会 
・講演 大学入試の変化から見る、これからの社会で求めら

れる力について 
講師 ベネッセ文教総研　 
 所長　西島　一博 氏

四万十市文

化センター

 

R4.8.25

《幡多地教連合同研修会》 
講演  睡眠から考える児童生徒の学びの質と、家庭・地域・

 学校の役割について 
講師 日本睡眠学会認定検査技師 
 上級睡眠健康指導士　木下　理恵　氏 

 

※新型コロナウイルス感染症対策のため、オンラインでの実施

宿毛市庁舎

 

R4.11.18

《幡多地教連合同研修会》 
実践  大月町教育委員会の取り組み 
発表  ～地域と連携した教育の推進～ 
  大月町教育委員会　事務局職員 
 
講演  「幼保小架け橋プログラム」から考える 0～１８歳を見

 通した学びの連続生について 
講師  高知県教育委員会　幼保支援課 
  専門企画員　岡林　律子　氏

大月町農村

環境改善セン

ター

 
開催日 内　　　容 場　所

 

R4.7.26

《校長・教頭・教育委員合同研修会》 
講演 コミュニティスクールについて 
講師 文部科学省 CS マイスター 

 黒岩小学校校長　黒瀬　忠行 氏

宿毛市庁舎

 評価

 
４
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４．支援・条件整備 

（１）学校訪問・支援 

小・中学校 14 校への計画訪問を実施した。 

 

短時間で効率よく全学校を訪問するよう計画し、各校の取り組みの聞き取り

や授業参観を行い、学校環境や授業等の様子、子ども達の活動を見る中で

実情の把握に努めた。 

 

（２）所管施設訪問・支援 

所管施設訪問は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止 

 

 

５．宿毛市総合教育会議 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正により設置された

「宿毛市総合教育会議」において市長と協議を行い、教育施策の課題や方向

性を共有するものとして、令和 4 年度は 7 月 12 日及び 8 月 25 日に開催

され、咸陽小学校、大島小学校、片島中学校の統合・高台移転に向け、建設

適地について意見交換を行った。 

 

 訪問日 学校名 訪問日 学校名
 

R4.7.4
橋上小学校・橋上中学校・ 

大島小学校
R4.7.14

小筑紫小学校・小筑紫中学校・ 

山奈小学校
 

R4.7.6
宿毛小学校・宿毛中学校・ 

咸陽小学校
R4.10.15

沖の島小学校・沖の島中学校

 
R4.7.12

東中学校・平田小学校・ 

片島中学校

 評価

 
３

 評価

 
*

 評価

 
４
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教育委員会の活動に対する意見 

 

教育委員会の活動については、コロナ禍で制限のある中、短時間で効率よ

く全学校に訪問や、各種研修会に参加するなど教育委員会の審議をより質の

高い、実りの多いものとなるよう努めており評価できます。 

宿毛市総合教育会議については、咸陽小学校、大島小学校、片島中学校の

統合・高台移転に向け、建設適地について意見交換を行い適地を決定するな

ど、教育施策の課題等を市長部局と共有することは非常に大切であるため、

継続して開催されることを望みます。
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第２章　教育委員会が管理・執行する事務　　 

 

 

 

 

 

 

１．市教育行政の基本方針を定めること 

・令和 5 年度宿毛市教育行政方針について （令和５年第 2 回定例会） 

 

２．学校その他の教育機関の設置、廃止及び変更に関すること 

　　　設置、廃止及び変更はなかった。 

 

３．教科書その他の教材の取り扱いに関すること 

教科書及び教材等の変更はなかった。 

 

４．教職員の人事に関する基本方針に関すること 

高知県教育委員会の人事異動方針に基づき配置がなされた。 

 

５．事務局及び学校その他の教育機関の職員の任免その他人事に関すること 

・宿毛市教育研究所長の任命について （令和５年第 3 回定例会） 

・宿毛市教育研究教育相談センター主任相談員の任命について 

 （令和５年第 3 回定例会） 

・宿毛市青少年育成センター所長及び指導員の任命について （令和５年第 3 回定例会） 

・宿毛市教育委員会事務局人事異動について （令和５年第 3 回定例会） 

・令和 5 年 4 月 1 日付（令和 5 年 3 月 31 日付け退職を含む）教員人事異動について 

 （令和５年第 1 回臨時会） 

 

６．教育委員会の附属機関の委員の委嘱に関すること 

・宿毛市いじめ問題対策連絡協議会委員の選任について （令和 4 年第 6 回定例会） 

・宿毛市スポーツ推進審議会委員の選任について （令和 4 年第 6 回定例会） 

・宿毛市スポーツ推進委員の選任について （令和 4 年第 6 回定例会） 

・宿毛市スポーツ賞選考委員の選任について （令和 4 年第 11 回定例会） 

 

７．小学校、中学校の通学区域の設定又は変更に関すること 

・宿毛市立学校の通学区域に関する規則の一部を改正する規則について 

　（橋上小中学校の R6 年度廃校に伴う変更） （令和 4 年第 4 回定例会） 

 

 評価

 
４

 評価

 
*

 評価

 
*

 評価

 
*

 評価

 
*

 評価

 
*

 評価

 
4

[目標] 

●議案を研究・精査し、適切な処理に努める。
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８．１件 1,000 万円以上の工事の計画及び執行に関すること 

・工事の施行について （令和 4 年第 10 回定例会） 

（工事名：宿毛市小中学校トイレ洋式化工事） 

 

９．委員会の条例等の制定又は改廃に関すること 

・宿毛市立小学校及び中学校の管理運営に関する規則の一部を改正する規則について 

　 （令和 4 年第 4 回定例会） 

・宿毛市教育委員会事務専決規程の一部を改正する訓令について  

 （令和 4 年第 4 回定例会） 

・宿毛市立公民館使用条例施行規則の一部を改正する規則について 

 （令和 4 年第 5 回定例会） 

・宿毛市総合運動公園の管理運営規則の一部を改正する規則について 

 （令和 4 年第 9 回定例会） 

・宿毛運動公園の管理運営規則の一部を改正する規則について （令和 4 年第 9 回定例会） 

・宿毛市立運動場条例施行規則の一部を改正する規則について （令和 4 年第 9 回定例会） 

・宿毛市立体育館の設置及び管理に関する条例施行規則の一部を改正する規則について

 （令和 4 年第 9 回定例会） 

・平田公園の管理運営規則の一部を改正する規則について （令和 4 年第 9 回定例会） 

・宿毛市新入学準備金の支給に関する取扱要綱の制定について （令和 4 年第 9 回定例会） 

・宿毛市教育委員会の所管に係る宿毛市個人情報保護条例施行規則を廃止する規則 

について （令和５年第２回定例会） 

・宿毛市スクールバス運行規定の一部改正について （令和５年第２回定例会） 

・宿毛市遠距離通学児童生徒通学費補助金交付要綱の一部改正について 

 （令和５年第２回定例会） 

・宿毛市立坂本図書館図書貸出（館外）規則の一部を改正する規則ついて　 

 （令和５年第３回定例会） 

・宿毛市離島高校生就学支援補助金交付要綱の制定について （令和５年第３回定例会） 

・宿毛市スクールバスの住民利用に関する管理運営規則の一部を改正する規則について 

 （令和５年第３回定例会） 

 

１０．議会の議決を経るべき議案の原案決定に関すること 

・宿毛市都市公園条例の一部を改正する条例について （令和 4 年第 8 回定例会） 

・宿毛市立体育館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 

 （令和 4 年第 8 回定例会） 

・宿毛市奨学金貸与条例の一部を改正する条例について （令和４年第１１回定例会） 

・宿毛市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を 

改正する条例について （令和５年第 2 回定例会） 

 

 評価

 
４

 評価

 
４

 評価

 
４
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１１．教育予算の見積り決定に関すること 

・令和 4 年度宿毛市一般会計補正予算の見積について （令和 4 年第 5 回定例会） 

・令和 4 年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算の見積について 

 （令和 4 年第 5 回定例会） 

・令和 3 年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算の見積について 

 （令和 4 年第 5 回定例会） 

・令和 4 年度宿毛市一般会計補正予算の見積について （令和 4 年第 8 回定例会） 

・令和 4 年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算の見積について 

 （令和 4 年第 8 回定例会） 

・令和 4 年度宿毛市一般会計補正予算の見積について （令和 4 年第 11 回定例会） 

・令和 4 年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算の見積について 

 （令和 4 年第 11 回定例会） 

・令和５年度宿毛市一般会計当初予算の見積について （令和５年第 1 回定例会） 

・令和５年度宿毛市学校給食事業特別会計当初予算の見積について 

 （令和５年第 1 回定例会） 

・令和４年度宿毛市一般会計補正予算の見積について （令和 5 年第 2 回定例会） 

・令和４年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算の見積について 

 （令和 5 年第 2 回定例会） 

 

１２．地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号） 

第 26 条第１項の規定による点検及び評価に関すること 

・令和 4 年度教育委員会点検・評価報告について （令和 4 年第 11 回定例会） 

 

１３．その他 

 評価

 
４

 評価

 
４

 評価

 
*
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教育委員会が管理・執行する事務に対する意見 

 

児童生徒や学校現場に視点を置いた教育委員会としての支援が継続されて

いることは評価できます。 

令和４年度は、市内小中学校のトイレ洋式化工事が施工され学校の衛生環

境の向上に取り組んでいることは評価できます。今後も、宿毛市に限らず、どの

自治体でも財政状況は厳しいと思われますが、学力向上はもちろん、児童生徒

の安全確保のために、ハード、ソフトの両面における教育予算の確保と効果的

な活用に努めてもらいたい。
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第３章　管理・執行を教育長に委任する事務 

 

１．学校教育に関すること 

（１）教育内容の充実 

 

 

 

 

 

 [取り組みの概要] 

○「全国学力・学習状況調査（全国学力テスト）」、「到達度把握調査（標準学力調査）」を

実施し、小中研究主任会及び教育研究所において分析した結果をもとに授業改善を

行い、基礎学力の定着に努めた。 

標準学力調査：（対象：小学 4・5 年生 280 名／中学全学年 407 名） 

○中学校学力向上のための組織力向上推進校の指定を受けたことに伴い、主幹教諭の

加配を受け、学力の向上に努めた。 

（指定校：宿毛中学校） 

○市内生徒の学力到達内容を考慮し、市内全中学校に放課後学習支援員計 18 名を配

置し、生徒の学力向上に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 [取り組みの概要] 

○人権作文及び標語の募集を行い各小中学校において人権教育の推進を図った。 

○i-Check（子供たちが輝くクラスづくりのための総合質問紙調査）を小学校 3 年生～

6 年生・中学校全学年で実施し、児童生徒の生活状況をより詳しく把握する中で、学

級の中での人間関係の改善等、学校生活を楽しく過ごす事ができるよう取り組んだ。 

○道徳教育推進委員会において、小中学校での研究授業を実施し、道徳教育の充実と

推進に努めた。 

○児童生徒の基礎的・汎用的能力及び郷土愛の育成に向け、市内全小中学校を推進校

としてキャリア教育の研究と推進に努めた。 

（小中学校におけるキャリア教育全体計画・年間指導計画の策定率 100％） 

 

[目標Ⅰ] 

●基礎学力の定着と学力の向上 

授業の改善と学習規律の確立に努め、子どもたちの「生きる力」を育むための基礎

となる学力の定着と向上に努める。

[目標Ⅱ] 

●豊かな心を育む教育の推進 

人間として身につけておかなければならない規範意識や道徳心、人権を尊重する心

を育てる教育に努める。
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[取り組みの概要] 

○図書購入費として小学校に 683 千円（うち宿毛市立宿毛小学校図書整備等基金 12

千円）、中学校に 941 千円を配当し、学校図書の充実を図った。 

○各校において、帯タイムの活用や朝読書での読み聞かせ、家庭学習へ取り組むなど、

積極的に読書活動を推進した。 

 

 

 

 

 

 

[取り組みの概要] 

○児童及び教職員に配布したタブレット端末を用いて、学習のねらいを達成するための

効果的な活用方法について、研修を重ねながら、授業や行事等での実践が増えてきて

いる。 

○トライアル利用を含めたデジタル学習ソフトを導入し、習熟や予習等に効果的に使用す

るなど、Chromebook の活用推進を図った。 

○国の実証事業として、小学５，６年生と中学１～３年生を対象に英語と技能教科（音楽、

保健体育、家庭科）の「学習者用デジタル教科書」が提供され、紙の教科書と併用しな

がら、デジタル教科書の教育効果を検証するために利用を開始した。 

○パソコンや周辺機器の整備及びメンテナンスを随時実施した。 

　　　　 

 

 

 

 

 

 

[取り組みの概要] 

○ＡＬＴを 3 人体制で小･中学校に派遣し、英語教育の充実に努めた。 

（派遣回数：小学校 295 回／中学校 361 回） 

 

[目標Ⅲ] 

●読書教育の推進 

子どもたちの読書活動を推進するための環境整備を図り、豊かな感性や想像力を

養い、思いやりの心を育むため読書教育の充実に努める。

[目標Ⅳ] 

●情報教育の推進 

情報教育機器・ソフトを活用し、教育内容の充実を図るとともに、高度情報化社会に

適応できる子どもの育成に努める。

[目標Ⅴ] 

●国際理解教育の推進 

外国語指導助手（ＡＬＴ）を 3 人体制とし、英語教育の充実を図るとともに、新学習

指導要領への対応として英語指導員の派遣を実施するなど、国際社会の一員とし

て活躍できる人材の育成に努める。
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ＡＬＴ派遣回数等 

 

 

 

 

 

 

[取り組みの概要] 

○山の学習支援事業を実施し、身近な自然について学習することにより、環境教育の学

習を深めた。（対象校：橋上小学校・山奈小学校・大島小学校・小筑紫小学校 

・宿毛中学校・橋上中学校） 

○各教科の学習と総合的な学習の取り組みの一つとして各校において環境教育に取り

組んだ。 

・校区探検、動植物の飼育・栽培・観察等を行い身近な自然環境にふれあい親しむ活

動を行った。 

・体験学習（稲作、漁業等）や社会科見学（下水道処理施設、クリーンセンター等）を行

い環境教育の学習を深めた。 

・地域清掃、愛校作業、廃品回収、廃油の再利用等に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

[取り組みの概要] 

○体力テスト及び生活実態調査を実施し、子どもたちの現在の体力状況を確認する中で、

体力の向上に取り組んだ。 

○小学校においては、陸上記録会、中学校においては、球技大会、陸上大会、駅伝大会

を開催し、練習を通して体力の向上に努めた。 

○小学校では朝マラソンを推奨し、基礎体力の向上に努めた。 

 

 
1 学期 2 学期 3 学期 計 内　　　　　　容

 

小学校 ９９ １１４ ８２ ２９５

外国語活動の時間の中で、Ｔ２として

学級担任を支援し、英語教育の推進

のために授業を実施した。

 

中学校 １３０ １４４ ８７ ３６１

英語の授業の中で、リスニング、スピ

ーキング等の実践として授業を実施し

た。

[目標Ⅵ] 

●環境教育の推進 

発達段階に応じた環境教育を進める中で科学的な認識を深め、清掃活動を 

行うなど環境保全のために行動できる人づくりに努める。

[目標Ⅶ] 

●体力の向上 

家庭や地域社会との連携により、日常的に野外での遊びやスポーツに参加 

する環境を整備し、児童・生徒の体力の向上に努める。
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[取り組みの概要] 

○例年、地域との連携を密にした調理実習を産業振興課と共同で実施し、地場産品の活

用と食に関する指導を行っている。 

 

○食生活調べを実施し、児童生徒の食生活を調査した。 

（対象：小学 5 年生 134 人、中学 2 年生 115 人） 

○食生活調べの結果を教職員とも共有する中で、朝食摂取増を目指した取り組みを進

めた。 

○給食に関する指導を行った。（312 回）※沖の島分を含む 

 

全国学力・学習状況調査や到達度把握調査の結果分析を行い、課題を整理

し対策に取り組んでいるが、引き続き、基礎学力の定着と学力向上のための

取り組みを継続していく必要がある。 

今後も、読書教育の充実や道徳・人権教育を通して、心豊かな子どもの育成 

に努めたい。 

 

（２）いじめ・暴力・不登校・児童虐待対策 

 

 

 

 

 

 

[取り組みの概要] 

○各学校で学期毎に 1 回以上生徒との面談週間等を実施して、いじめや悩み事等の未

然防止や解決に 

げている。なお、面談の前に生活アンケートを実施している。 

○生徒会活動を充実させて、自治活動の中より規範意識や仲間意識の涵養につなげて
か ん よ う

いる。 

○不登校児童生徒・保護者を対象とした適応指導教室を開設し、登校刺激等を行った。

（開設日数：145 日） 

○スクールソーシャルワーカー活用事業、高知県地域教育振興支援事業を活用して、相

談員を 7名配置し、学校だけでは解決が困難な問題や不登校・いじめ問題などの未然

防止の取り組みを行い、不登校・いじめ問題解決に向けた研究を行った。 

○スクールカウンセラーによる児童・生徒、保護者を対象とした相談業務を教育委員会事

務局内で行った。（実施日数：22 日／相談件数：27 件） 

 内　　容 回 数 実施学校数 児童生徒人数

 宿毛でとれた魚を使った料理講習 8 回 7 校 　152 人

 評価

 
4

[目標] 

●教育研究所、教育相談所、青少年育成センター、保護者、福祉事務所等の関係機

関が連携を密にし、問題の早期発見、早期対応に努め、問題解決に向けて取り組み

を行い、子どもたちの健全育成に努める。

[目標Ⅷ] 

●食育の推進 

栄養教諭を配置し、学校給食における児童・生徒の健康の維持・増進及び食育指

導に努めるとともに、地場産品を積極的に活用した郷土料理の調理実習を行うな

ど、郷土の食文化や農水産物に対する理解を深める。
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○児童・生徒、保護者、教職員の相談を受けるため、宿毛市内全小・中学校にスクールカ

ウンセラーの派遣を行った。 

○不登校及び不登校傾向の子どもがいる保護者が本音で話し合える「翼を守る会」を開

催した。（実施回数：年 3 回） 

○不登校担当者会・講演会を開催した。（担当者会実施回数：4 回） 

○児童・生徒の健全育成の取り組みの一環として、学校・家庭・地域に「あいさつ・声かけ

運動」を定着させる取り組みを行った。（月 1 回） 

○福祉事務所、教育委員会、健康推進課、児童相談所などの関係機関が参加した「宿毛

市子ども支援ネットワーク」と連携しながら、児童虐待に対する取り組みを行った。 

 

資料：宿毛市立小中学校におけるいじめ、暴力、不登校の状況 

※いずれも文部科学省に報告したものの集計 

 

 

 

 いじめ 小学校 中学校 計

 平成 29 年度 9 1 10

 平成 30 年度 48 11 59

 令和元年度 24 10 34

 令和 2 年度 13 4 17

 令和 3 年度 15 6 21

 令和 4 年度 10 5 15

 暴力行為 小学校 中学校 計

 平成 29 年度 1 1 2

 平成 30 年度 0 0 0

 令和元年度 0 0 0

 令和 2 年度 2 0 2

 令和 3 年度 0 0 0

 令和 4 年度 0 4 4

 不登校 小学校 中学校 計

 平成 29 年度 3 15 18

 平成 30 年度 4 14 18

 令和元年度 1 17 18

 令和 2 年度 5 11 16

 令和 3 年度 5 16 21

 令和 4 年度 6 18 24
※年間 30 日以上欠席の児童･

生徒数 
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いじめについては、平成 29 年度に認知に対する定義が変わったことにより

大きく増加したが、その後は減少傾向にあり、重篤な事案は発生していない。

今後も早期発見、早期対応に取り組んでいく必要がある。 

不登校児童・生徒対策については、本市の重点課題として様々な事業を導

入して取り組んでいるが、新型コロナウイルスの影響等もあり、不登校はや

や増加傾向にあるため、今後も継続して取り組みを行っていく必要がある。

児童虐待については、ネグレクトと思われる事案もあり、引き続き関係機関と 

の連携を図った取り組みが必要である。 

 

（３）特別支援教育の推進 

 

 

 

 

[取り組みの概要] 

○特別支援教育学校コーディネーターの育成のための研修会を行った。 

（実施回数：年 1 回） 

○同一種別で 2 名以上の児童生徒が在籍する特別支援学級に対して、市単独で特別支

援学級支援員を配置した。 
（咸陽小学校・大島小学校・宿毛小学校・小筑紫小学校・山奈小学校・宿毛中学校・片島中学

校・東中学校） 
 

各学校において、きめ細かい対応をしている。保護者の理解と協力を得る中

で、子どもの立場に立った取り組みをさらに継続していかなければならない。 

 

（４）教職員の資質、指導力の向上 

 

 

 

 

 

[取り組みの概要] 

○教育委員会・校長会（教頭会）合同研修会を実施した。 

○教育研究会は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、総会の開催は中止とした

が、年 3 回の活動は、2 年ぶりに実施することができた。 

○キャリア教育の理解及び研究の進捗状況に係る情報共有を行うため、キャリア教育担

当者会を実施した。（実施回数：3 回） 

○キャリア教育の視点を入れた授業公開を実施した。（実施回数：18 回） 

○宿毛市キャリアノートを全学校で使用する事により、児童生徒自身の身についた力の

自覚を図るとともに教職員の授業の振り返り・改善に向けた取り組みを組織的に行っ

た。 

○各校の道徳教育主任を中心とした道徳教育推進委員会を開催し、道徳教育に関する

各校の情報交換や公開授業を行い、道徳教育推進のための研修に努めた。 

 評価

 
３

 評価

 
４

[目標]　 

●教育的支援の必要な子ども一人ひとりの可能性を最大限に伸ばすことができるよ

う、施設面の充実や特別支援員の配置など教育の充実に努める。

[目標]　 

●使命感や実践的な指導力など、教職員として基礎・基本はもとより、豊かな人間性

や幅広い視野を身につけるため教職員の研修の充実と教育研究所を中心に教科

研修の推進に努める。
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（実施回数：4 回） 

○中学校教科担当者会については、西部教育事務所の指導主事を招いて、各種学力調

査を活用した授業改善をテーマとした講話及び演習、グループ別による研究協議等を

行うことができた。（実施回数：各教科 2 回） 

 

 

○小中外国語担当者会については、令和４年度は研究所が主導する形ではなく、各中学

校区で独自に連携の計画を立て、推進できるように取組みを進めた。説明会として５

月に担当者会を開催し、西部教育事務所より指導主事を招き、「CAN-DO リスト」形

式の学習到達目標の活用及び小中連携での事例等について共通理解を図った。また、

中学校区別での小中担当者による協議の場を設け、小中連携の時期及び内容等につ

いて確認を行った。 

 

 教科 期　日 主な内容

 

国
語
科

6 月 2 日 

2 月 7 日

・各種学力調査の自校採点結果分析（成果と課題）と授業改善策に

ついて各校より報告 

・西部教育事務所より各種学力調査を活用した授業改善に係る講

話及び演習 

・授業改善に係るグループ別研究協議

 

社
会
科

5 月 27 日 

2 月 3 日

・高知県学力定着状況調査の自校採点結果分析（成果と課題）と

前年度の課題に対する取組みについて各校より報告 

・西部教育事務所より高知県学力定着状況調査を活用した授業改

善に係る講話及び演習 

・授業改善に係るグループ別研究協議

 

数
学
科

6 月 6 日 

2 月 27 日

・各種学力調査の自校採点結果分析（成果と課題）と授業改善策に

ついて各校より報告 

・西部教育事務所より各種学力調査を活用した授業改善に係る講

話及び演習 

・授業改善に係るグループ別研究協議

 

理
科

6 月 24 日 

1 月 19 日

・各種学力調査の自校採点結果分析（成果と課題）と授業改善策に

ついて各校より報告 

・西部教育事務所より各種学力調査を活用した授業改善に係る講

話及び演習 

・授業改善に係るグループ別研究協議

 

英
語
科

6 月 16 日 

2 月 17 日

・高知県学力定着状況調査の自校採点結果分析（成果と課題）と

前年度の課題に対する取組みについて各校より報告 

・西部教育事務所より高知県学力定着状況調査を活用した授業改

善に係る講話及び演習 

・授業改善に係るグループ別研究協議
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教職員の資質、指導力の向上のため、各教科・領域に係る研修を行うことが

できた。しかしながら、学習指導要領が求める子どもの資質・能力の育成に

向けた授業改善については、今後も研究の余地がある。授業力の向上や教

職員として幅広い視野を身につけるための研修等、取組みの継続・強化を図 

っていく必要がある。 

 

（５）学校・家庭・地域の連携 

 

 

 

 

 

 

[取り組みの概要] 

○開かれた学校づくりの一環として、各学校より各家庭および地域へ「学校だより」の

配布等により情報発信を行った。 

○市内の小中学校 10 校をコミュニティースクールに指定し、学校運営協議会を開催

し、学校・保護者・地域の連携を深めた。 

○地域学校協働本部事業に市内全小中学校が取り組み、地域の方に学校の支援をし

てもらう活動を行った。 

 

学校運営に保護者や地域の協力を得て、教職員との連携を深める中で、児

童・生徒の生活規律や学力向上、防災学習等に取り組み、家庭学習の定着

やルールの徹底、環境整備などについて、保護者や地域と連携し取組を図っ 

たが、今後一層強化していく必要がある。 

 

 期　日 主な内容

 
5 月 31 日

・外国語教育に関する講話（西部教育事務所　間 留美指導主事） 

・中学校区別による小中連携の計画について協議 

・CAN-DO リストの確認・活用方法について協議

 令和 4 年 6 月～ 

令和 5 年 1 月

各中学校区の連携の場に参加し、小中間の情報共有及び円滑な中

学校への接続等に向けた支援

 評価

 
３

 評価

 
３

[目標]　 

●地域全体の教育力を高めるため、学校、家庭、地域がそれぞれの役割を果たしなが

ら、連携・協力できる環境づくりや支援に努める。 

●学校は教育方針を保護者や地域に明確に伝え、学校の教育活動に地域全体で参

画できるよう情報発信に努める。
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（６）施設整備等、教育環境の充実 

 

 

 

 

 

 

[取り組みの概要] 

○各種修繕を行い、教育環境の充実に努めた。 

○スクールガード体制による児童・生徒の登下校の安全確保に努めた。 

○小学校新 1 年生全員に防犯ブザーを配布し、児童の安全確保に配慮した。 

　（配布個数：146 個） 

○スクールバスの運行を行い、遠距離通学の児童・生徒の安全対策を推進した。 

　（スクールバス運行地区：橋上中学校区・旧松田川小学校区・旧田の浦小学校区・旧

栄喜小学校区・旧弘瀬小学校区） 

 

各種修繕を行い、教育環境の充実に努め、一定の成果がみられた。引き続き 

厳しい財政状況の中ではあるが、教育環境の充実に努める必要がある。 

 

（７）学校給食の充実 

 

 

 

 

[取り組みの概要] 

○献立、調理方法に創意工夫をこらし、児童・生徒に好まれる給食に努めた。 

（実施回数：196 回　延べ食数：小学校 172,797 食／中学校 89,323 食） 

○食物アレルギー等への対応を行った。 

○地場産品の積極的な利用に努めた。（令和 4 年度利用状況　宿毛市内産 34.0％、　

宿毛市を除く県内産 14.4％、合計（高知県内産）48.6％） 

 

学校給食における学校・家庭・地域や関係機関との連携を積極的に図り、調

理実習など充実した取り組みができた。また、建築から 40 年を経過した施

設、調理器具等は老朽化が著しく、年間を通じ予測不能な緊急修繕を余儀

なくされ、係る経費も増大しており、今後も老朽化による各機器の停止が懸

念される。児童・生徒に安心・安全な学校給食を提供するためにも、令和 4

年度、新設学校給食センターの設計委託業務を完了し、食育の拠点施設と 

なる施設計画を策定した。 

 

 評価

 
３

 評価

 
４

[目標]　 

●施設・設備の適正な管理と、防災・防犯対策の徹底を図り、児童・生徒・教職員の安

全確保を図る危機管理体制の確立に努める。 

●遠距離通学児童・生徒の安全・利便性の向上に努める。

[目標] 

●安全で、栄養バランスのとれた学校給食を通して健全な心と身体を培い、児童・生徒

の健康の維持、増進に努める。
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（８）小中学校の再編 

 

 

 

 

 

[取り組みの概要] 

○咸陽小学校、大島小学校、片島中学校の統合・高台移転に向けて、建設適地の選定を

行った。 

○建設適地について、保護者及び地区住民に対して説明会を実施した。 

 

策定した学校再編計画に基づき、子ども達の教育環境や教育効果を向上さ 

せるために、保護者等との意見交換を行う中で、学校再編を図っていく。 

 

（９）青少年の健全育成 

 

 

 

 

 

 

[取り組みの概要] 

「防犯活動」 

○補導活動を実施した。 

・月別計画を立て、学校・地域・警察と連携しての補導活動（約 300 回） 

・西部地区少年補導育成センター合同での合同列車補導活動（10 回×25 名×3 時間） 

・あいさつ声かけ運動・三木の日等の早朝巡回活動（22 回） 

・西部地区四市町合同補導活動（3 回） 

○スクールガードリーダーを配置し、各小学校で組織されている「子ども見守り隊」等組

織と協力して、登下校時の巡回活動を行った。（2 時間×100 日×2 人） 

・交通安全期間中の他にも朝・夕の巡回を強化 

・不審者情報（5 件）脅迫メール（2 件）を受けての特別巡回 

 

「育成活動」 

○生徒指導上の課題に対し、各種の協議会を参画・実施した。 

・生徒指導担当者会 22 人×3 回、小中高生徒指導担当者と関係機関との合同会 

・西部地区少年補導育成センター合同研修会（10 回×25 名×２時間） 

○学校に赴いて教室を開催した。 

・携帯端末情報モラル教室（15 回） 

・不審者対応教室（1 回） 

○携帯端末機器利用状況調査アンケートを実施・集計し、結果を各学校に返した。 

○｢育成センターだより｣を年間 10 号、小中高等学校及び関係機関に発行した。 

○相談業務を行った。（相談件数：のべ 10 件） 

○関係機関が実施する、各種の研修会・育成活動に参加・協力した。 

 評価

 
３

[目標] 

●宿毛市立小中学校再編計画に基づき、保護者、地区住民の理解を得て、適正な学校

配置及び学校規模を考慮した学校再編に努める。

[目標] 

●青少年育成センターが核となり、登下校及び放課後の児童・生徒の安全確保をはじ

め、いじめや暴力行為等の生徒指導の諸問題に対し学校及び関係機関と連携を図

り、地域の教育環境を整備して、非行の未然防止と健全育成に努める。
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・高知県西部地区少年補導育成センター連絡協議会（1 回） 

・高知県西部地区少年補導育成センター情報モラル教室研修（1 回） 

・宿毛地区補導員協議会（2 回） 

・宿毛地区地域安全協議会 

・咸陽小学校区子ども見守りパレード（1 回） 

○「きびなごフォーラム」・・・市内６中学校と大月中学校の生徒会の活動を交流し、実践

や自治活動の高まりと、生徒の規範意識や道徳心の高揚につなげた。また、小学校の

児童会担当にも参加を願い、中学校の実態と小中の連携につなげた。 

 

　　　「教育環境整備」 

○環境整備の課題に対し、参画・実施した。 

・海風公園清掃・保全のための会合（1 回：8 人） 

・落書き消し活動（4 回） 

・東中学校校庭樹木伐採等 

・宿毛市文教センター内伐採活動（2 回：9 人） 

・土佐くろしお鉄道構内・放置自転車等の調査報告（2 回） 

・工業団地駅周辺通学路草刈りボランティア 

○白ポストによる悪書等の回収を行った。（年間約 240 点） 

　 

防犯活動をはじめとした児童・生徒の安全確保や、非行の未然防止の取り組

みについて積極的かつ継続した活動ができた。不審者への対策は、警察や

スクールガードリーダーと密な連携を取り対応していくことができた。スマー

トフォンに関する諸問題について、アンケート調査を実施し現況把握に努め

るとともに、要請のあった学校で教室を実施した。教育環境整備において、ボ

ランティアを募るなど充実した活動を展開できた。なお活動の多くを機関紙 

で公開した。 

 

２．生涯学習に関すること 

（１）芸術・文化活動の充実 

 

 

 

 

 

 

[取り組みの概要] 

○公民館年間利用者数：19,377 人　 

○公民館サークル（登録者数：24 団体　307 人）　 

○新型コロナウイルス感染拡大前と比べると事業はやや減少したものの感染状況の見極

めと感染防止策の蓄積により、多くの事業を工夫しながら実施した。具体的な公民館

事業としては美術展覧会、オールドパワー文化展並びに女のまつりを開催し、芸術・文

化に接する機会を設けた。また、昨年に引き続き市民講座や青少年健全育成事業（ア

 評価

 
３

[目標Ⅰ] 

●公民館（生涯学習課）事業の推進 

宿毛文教センターを活動の拠点として、市民のニーズに応えることのできる心豊かで

潤いのある生涯学習の推進と、芸術文化の振興及び社会教育団体などの育成に努

める。
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ートワークショップ・サンドアート）といった講演会を開催し、広く市民の方々に学びの

機会を提供した。子どもや高齢者を対象に例年並みの文化教室や大会を開催すること

ができ、世代間や地域との交流を図るとともに、新たに市民が学べる講座としてデジタ

ル写真教室を実施していった。 

○補助金を交付し社会教育団体等の育成に努めた。 

（宿毛市文化協会、宿毛市連合婦人会） 

 

事業別一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　※参加人数は開催日数全体の延べ人数 

 

 事 業 名 等 内　　　　　容

 

学びあう生涯学習事業

・芸能発表会 
（3 年ぶりに開催、参加人数：10 サークル約 62 人） 

・デジタル写真教室 
（2 回開催、参加人数：12 人）

 

少年少女ふれあい事業

・七夕まつり 
（園児招待は行わず、文教センター職員で設置） 

・夏休み子ども教室 
（参加人数：子ども陶芸教室 48 人・子ども絵手紙教室 23 人・ 
子ども将棋教室 25 人） 

・冬休み親子・子ども教室 
（参加人数：子どもいけばな教室 16 人・子ども絵手紙教室 
7 人・親子ものづくり教室（ミニ門松づくり）22 人）

 

シニア社会参加促進事業

・オールドパワー文化展、女のまつり 
（出品点数：133 点／来場者数：416 人） 

・俳句大会（参加人数：35 人） 
・川柳大会は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止 
・囲碁･将棋名人戦（参加人数：54 人）

 

世代間交流事業

・三世代交流グラウンドゴルフ大会（参加人数：約 60 人） 
※子どもフェスティバルすくもは、新型コロナウイルス感染拡大の影

響による中止、ワークショップを青少年健全育成助成事業として

実施
 

青少年健全育成助成事業

・アートワークショップ（万華鏡づくり） 

（7/30 に 2 回開催、参加人数延べ 138 人） 

・サンドアート魔法の美術館 

（8/6 開催、参加人数 113 名）
 

宿毛市美術展覧会
会期：10 月 7 日～11 日 

出品点数：104 点／来場者数：約 850 人

 
宿毛市市民講座 

（3 回開催）

・講師　作家　家田荘子　来場者数：156 人 
・講師　落語家　林家染太　来場者数：144 人 
・講師　蓮池　薫　来場者数：262 人

 宿毛市芸術祭（11 月 6 日）

 高知大学出前公開講座（新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止）

 えいご塾（日新館）（新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止）
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[取り組みの概要] 

○歴史館年間入館者数：4,045 人（小中学生 713 人／高校生以上 3,332 人） 

○7 月 1 日～8 月 31 日の間、特別展「宿毛の近現代教育史～日新館から宿毛小・中学

校まで～」、10 月 7 日～11 月 3 日の間、高知城歴史博物館との連携企画展「おいし

い土佐藩」を開催した。 

○宿毛の歴史講座（全 5 回）を開催した。 

○歴史館パスポートの利用促進と歴史ふれあい広場の周知を目的に 10 月 15 日と 29

日に歴史館周辺の史跡を巡るクイズスタンプラリーを開催した。 

○「すくもの 21 人」缶バッヂを自館で作成して入館者に配布、歴史館パスポートに連動

させて市内児童生徒の館利用を促進した。 

歴史館パスポート利用者：318 人 

○市内小学校の社会科見学を支援した。　8 校 

○市民による団体の育成、研修に努めた。 

・宿毛の歴史を探る会（定例会 10 回） 

・宿毛市文化財愛護会（文化財清掃） 

 

 

 

 

 

[取り組みの概要] 

○図書館年間利用者数：61,946 人　年間貸出冊数：65,027 冊　 

○毎月テーマを決め、読書の推進・啓発のための資料展示を行った。 

○ストーリーテリング講座を開催した。 

・開催日　8 月 20 日/講師：森尾靖子氏（高知おはなしの会） 

○読書講座を開催した。 

・開催日：10 月 22 日/講師：ひさまつまゆこ氏（絵本作家） 

○読書ボランティアによる読み聞かせを行った。 

①実施日：毎週水曜日/場所：坂本図書館 

②実施日：各学校の希望日/場所：希望のあった各小中学校 

○ブックスタート事業を実施し、乳児健診時（健康推進課主管）に 7 か月の乳児とその保

護者を対象に、読書ボランティアによる絵本の読み聞かせ等を行った。 

○窓口業務をＮＰＯ法人に委託し、サービスの向上に努めた。 

○図書館だより「さくら」を発行した。 

○ホームページで新着案内等情報提供を行った。（毎月更新） 

○雑誌スポンサー制度により、雑誌コーナーの充実に努めた。 

○読書通帳の無料配布により、読書推進に努めた。 

○本をたのしむ会（大人の読書会）を開催し、利用者同士の交流や情報提供を行った。 

[目標Ⅲ] 

●図書館事業の推進 

読書生活の普及及び情報提供に努める。

[目標Ⅱ] 

●歴史館事業の推進 

歴史文化の発掘および調査に努める。 

文化財の維持管理と保護及び愛護思想の普及に努めるとともに、芸能等伝承民俗

文化の保存に努める。
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　　　○SNS を活用し、図書館事業について PR を行った。 

　　　○沖の島支所での貸出返却（2 か月に 1 回入れ替え） 

 

どの事業においても一部を除き例年実施している主な活動は継続できてい

るが、施設によっては入館者の停滞感、減少感がある。 

社会情勢の変化の中でも工夫しながら、継続して市民のニーズに応えた新し

い文化の創造と情報提供に努め、人材の育成につながる事業の展開に努め

たい。 

 

（２）社会体育活動の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[取り組みの概要] 

○スポーツ合宿を誘致した。 

・スポーツ合宿実績表 

 

 
種　目 個人・団体名

 
自転車 立命館大学自転車（8/11～14）

 
サッカー 高知中学校サッカー部（8/17～19）

 
ソフトボール 男子 TOP・男子 U23 ソフトボール日本代表（8/29～9/2）○補

 
野球 プロ野球選手合同自主トレ（1/6～22）

 評価

 
４

[目標] 

●宿毛市総合運動公園を拠点として、スポーツ合宿及び大会の誘致や競技力の向上

に努め、生涯スポーツの振興とスポーツ交流人口の拡大に努める。 

 

●「宿毛市自転車を活用したまちづくり計画」に基づき、宿毛市総合運動公園内にマウ

ンテンバイクバイクコースを整備しサイクルスポーツによる交流人口の拡大に向けて

取り組む。 

 

●プロ自転車レースであるジャパンサイクルリーグを誘致し、高知県と共催で開催する

ことで、交流人口の拡大やプロ選手と子どもたちとの交流を図る。
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○スポーツ大会を誘致した。 

・スポーツ大会誘致実績 

※○補 ：宿毛市スポーツ大会等開催事業補助金及び宿毛市合宿支援事業補助金対象 

　　　 

○次のスポーツイベントを実施した。 

・第 28 回宿毛カップジュニアサッカー大会 

・宿毛マラソン（5/29） 

・第 52 回高知県高等学校男女ソフトボール宿毛大会（9/3・4） 

・第 18 回宿毛市長杯ジュニアサッカー大会（10/8・9） 

・第６回宿毛サイクルフェスティバル（10/23） 

・オクトーバー・ラン＆ウォーク 2022（10/1～31） 

・第 26 回宿毛少年柔道錬成大会（10/30） 

・宿毛市長杯ミニバスケットボール大会 2022（12/3・4） 

・第 10 回豊ノ島杯（12/18） 

・第 82 回幡西卓球大会（国吉杯）（1/22） 

・早稲田大学第 14 代総長奥島孝康杯争奪第 18 回健全育成ジュニア駅伝大会

（1/28） 

・第 16 回四国西南小学校駅伝大会（2/5） 

・第 22 回四国西南中学新人駅伝競争大会（2/5） 

 

○令和 4 年度宿毛市スポーツ賞の表彰を行った。 

受賞者数：個人奨励賞 6 名／団体奨励賞 0 団体 

個人優秀賞 9 名／団体優秀賞 2 団体 

団体功労賞 1 団体 

 

 
種　目 大会名

 
サッカー 高知県 U-11 サッカー大会（6/11・12・18・19）

 
サッカー

日本フットボールリーグ第 10 節（6/5） 

高知ユナイテッド SC 対 FC 神楽しまね
 

サッカー BlueWave ユースカップ（7/26～28）○補 　

 
マラソン 第 2 回 Summer Night Run 宿毛（8/20）

 
自転車

ジャパンサイクルリーグ高知県宿毛市ロードレース

（9/25）
 

サッカー
日本フットボールリーグ第 25 節（10/16） 

高知ユナイテッド SC 対クリアソン新宿
 

ソフトボール 第２６回西日本シニアソフトボール大会（10/29・30）○補 　

 
少年野球 スクスイカップ（11/26～27、12/3～4）○補 　
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○マウンテンバイクコース整備 

令和２年度から宿毛市総合運動公園に整備していたマウンテンバイクコースが計画

通り完成した。コース全長は約 2.5ｋｍ、令和 2 年度、令和 3 年度にそれぞれ 1 コー

スが完成、残り 3 つのコースが令和４年度末に完成し、令和 5 年度から全 5 コースが

利用可能となった。利用状況については、産業祭や宿毛サイクルフェスティバルなどの

イベントでの利用も含めると、令和 2 年度は 224 名、令和３年度は 55 名、令和 4 年

度は 141 名が利用した。 

 

〇ジャパンサイクルリーグ高知県宿毛市ロードレースの開催 

四国初開催となったジャパンサイクルリーグ高知大会「高知県宿毛市ロードレース」

を 9 月 25 日に高知県と宿毛市の共催という形で開催した。コースに自動車専用道路

を使ったプロ自転車レースは、「日本初」開催ということもあり、レース開催前から注目

度も高く、当日は県内外から多くの来場者があり、プロ自転車レースのスピード感、迫

力を間近で体感していただいた。また、レース動画配信やレース当日の模様などを各

メディアに取り上げていただくことで、本市の豊かな自然と自転車を活用したまちづく

りの取り組みを全国に知っていただける機会となった。さらに、地元中学校である東中

学校の生徒が大会当日にチームピット見学やレース応援をさせていただき、翌日には、

参加プロチームであるＶＣ福岡の選手に学校までお越しいただき、２年生３１人に対し

て、自転車の安全な乗り方教室を実施していただくなど交流を行った。 

 

体育施設の利用については、市民スポーツ団体による積極的な利用並びに、

全国各地の高校や大学がスポーツ合宿を行うなど有効に利用されている。ま

た、各種スポーツイベントの開催等でスポーツの振興に一定の成果がみられ 

た。今後もキャンプの定着化と新規団体の誘致に努める。 

 

（３）家庭の教育力の向上 

 

 

 

 

 

 

[取り組みの概要] 

○放課後児童クラブ推進事業により、「にじいろクラブ」（宿毛小学校）及び「かかし学級」

（山奈小学校）を開設し、児童の健全育成を支援した。 

（宿毛小学校 1～3 年生　実施日：291 日、延べ参加者数 10,070 人／運営：保護者会） 

（山奈小学校 1～6 年生　実施日：256 日、延べ参加者数 3,598 人／運営：保護者会） 

○放課後子ども教室推進事業により、橋上・大島・平田・咸陽・小筑紫小学校に「放課後

子ども教室」を開設し、児童生徒の健全育成及び学力向上を支援した。 

（橋 上 小　実施日：188 日、延べ参加者数 1,792 人） 

（大 島 小　実施日：215 日、延べ参加者数 6,177 人） 

（平 田 小　実施日：235 日、延べ参加者数 6,992 人） 

（咸 陽 小　実施日：214 日、延べ参加者数 5,542 人） 

（小筑紫小　実施日：184 日、延べ参加者数 5,294 人） 

 評価

 
３

[目標] 

●子どもたちが親の大きな愛情に育まれ健全な成長が図られるように、家庭、地域、学

校及び関係機関が連携し、家庭の教育力向上に努める。 

●放課後等に子どもたちが安心して活動できる場所の確保を図るとともに、児童の健

全育成を支援する。
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○補助金を交付し団体育成に努めた。（宿毛市小中学校ＰＴＡ連合会） 

 

放課後子ども教室は、小学校 5 校で開設した。家庭の教育力向上について 

は、引き続き保護者との連携を深めて取り組む必要がある。 

 

（４）人権教育の推進 

 

 

 

 

 

 

[取り組みの概要] 

○地域ぐるみの人権教育の推進を図るため、宿毛市人権教育推進講座を開講した。 

開催にあたっては、会場での受講を基本としたが、急遽来られなくなった申込者にも対

応し、ライブ配信を行った。 

5 講座を実施し延べ参加者数　124 名 

○あらゆる差別を一人ひとりの課題とし人権問題の解決をめざす教育の創造と、人権文

化の確立をめざし、宿毛市人権教育研究協議会と連携し、第 64 回宿毛市人権教育

研究大会への参加など、人権意識の向上に努めた。 

第 64 回宿毛市人権教育研究大会（新型コロナウイルス感染症の影響により分科会の

み開催）　参加者数　268 名 

 

宿毛市人権教育推進講座の開講、宿毛市人権教育研究大会への参加など

人権意識の向上など図るための事業の展開は行っているが、参加者が固定 

している傾向にあるため引き続き実施していく。  

 

（５）施設の管理・運営 

 

 

 

[取り組みの概要] 

○野球場、陸上競技場に冬芝を育成し、施設の充実に努めた。 

○各施設に必要な備品を購入した。 

○各施設及び備品の修繕を実施した。 

○令和 4 年度より、宿毛運動公園、平田公園、宿毛市総合運動公園、宿毛市立東部運

動場、宿毛市立高砂グラウンド、宿毛市和田体育館の管理について指定管理者制度

を導入し行政の効率化を図った。 

 

利用者の利便性の向上に努め一定の成果がみられるものの、体育施設の老 

朽化等の課題もあり、さらなる施設の充実に努めていかなければならない。 

 評価

 
３

 評価

 
３

 評価

 
３

[目標] 

●宿毛文教センター、各種体育施設等の充実と適正な維持管理に努める。

[目標] 

●市民一人ひとりが人権の意義と重要性について正しい認識と理解を深め、一人ひと

りの尊厳や価値が尊重され、不当な差別をなくするため、あらゆる機会を通じて人

権教育を推進する。 

●全ての人が人として尊重し合える明るいまちづくりと人権意識の向上を図る。
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（６）その他 

 

 

 

 

[取り組みの概要] 

○宿毛市成人式を実施した。（出席者 113 人） 

 

３．広報・情報公開に関すること 

 

 

 

○防災無線や広報車の活用ほか、宿毛市防災アプリ（市からのお知らせ）で各種事業の

お知らせ、啓発活動を行った。 

○宿毛市ホームページのトップページでイベント情報等告知や参加募集等を行った。 

○所管ごとに広報紙の配布やホームページによる情報発信を行った。 

 
 

所  管 内　　　　　　容

 

学校教育課

ホームページを随時更新 

・教育委員会、各小中学校の月間行事予定 

・通学路交通安全及び防犯プログラム 

・各種事業のお知らせ 

・教育研究所の活動状況 

・青少年育成センターの活動状況

 

宿毛文教 

センター

ホームページを随時更新 

・イベント情報、参加募集 

・中央公民館：施設予約情報 

・宿毛歴史館：開館情報ほか 

・坂本図書館：坂本図書館新刊だよりほか 

広報掲示板（6 基）を活用し、イベント等の案内や情報提供を行った。 

図書館だより「さくら」の作成・公開・配布 

宿毛市公式 SNS（Facebook、Instagram）にて情報発信

 

生涯学習課

ホームページを随時更新 

・イベント情報ほか 

・各種体育施設の紹介 

・宿毛マラソンの大会ホームページを開設 

・宿毛市公式 SNS（Facebook、Instagram）にて情報発信

 
学校給食 

センター
ホームページ内容を精査中

[目標] 

●その他生涯学習に関する事務、事業の積極的な推進に努める。

[目標] 

●積極的な情報発信に努め、開かれた分かりやすい教育行政の実現に努める。

評価

３
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○広報による情報発信を行った。 

令和 4 年度「広報すくも」における主な教育委員会関連記事一覧表 

 

 掲載月 内　　　　　　　容

 

４月号

・教育機器・防災用品寄贈 
・歴史ふれあい広場の供用開始 
・令和 3 年度宿毛市スポーツ賞表彰式 
・行政方針（第 7 の理念 文化芸術とスポーツ振興） 
・成年年齢の引き下げ後の「成人式」の対象年齢 
・宿毛市立社会体育施設の指定管理者が決定 
・子ども将棋教室参加者募集 
・4 月 1 日～坂本図書館 祝日も開館 
・本の除菌機が利用できます 
・坂本図書館新刊だより 
・令和 4 年度受講者募集 公民館サークル

 

5 月号

・宿毛市教育委員会委員の任命 
・宿毛市自転車ヘルメット購入費補助金 
・愛館日の清掃奉仕 
・宿毛の教育について「令和 4 年度教育行政方針（抜粋）」 
・坂本図書館新刊だより

 
6 月号

・特別展示 宿毛の歴史講座 1 開催 
・坂本図書館新刊だより

 

7 月号

・図書の寄贈（森田勇造氏から坂本図書館へ寄贈） 
・図書カードの寄贈（国際ソロプチミスト幡多から坂本図書館へ寄贈） 
・第 7 回宿毛マラソン大会結果報告 （参加者 1,001 人） 
・ストーリーテリング講座 参加者募集 
・夏休み子ども教室 参加者募集 
・第 58 回 宿毛市美術展覧会作品募集 
・特別展示の関連行事 
・宿毛市市民講座 
・第 64 回 宿毛市人権教育研究大会 
・歴史観パスポートで歴史観へゴー！ 
・坂本図書館新刊だより

 

8 月号

・図書の寄贈（坂本報效会から坂本図書館へ寄贈） 
・77 回目 終戦の日 特別展示 
・第 27 回 宿毛市オールドパワー文化展 作品募集 
・坂本図書館新刊だより 
・宿毛市市民講座（裏表紙） 
・小・中学校の閉庁日

 

9 月号

・図書の寄贈（日本郵政グループ労働組合土佐西支部から坂本図書館へ寄贈） 
・ジャパンサイクルリーグ高知県宿毛大会開催周知 
・オクトーバーラン＆ウォーク 2022 参加者募集 
・宿毛の歴史講座 3 開催  
・特別講演会 開催（宿毛市名誉市民 岡村 勲弁護士） 
・連携企画展「おいしい土佐藩」 
・坂本図書館新刊だより 
・陶芸教室開催
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10 月号

・図書の寄贈（森田勇造氏から坂本図書館へ寄贈） 

・ヘルメット無償配布 

・第 76 回高知県中学校総合体育大会・第 60 回四国中学総合体育大会 結果報告

（ベスト 8 以上） 

・レスリング小学生が全国大会で活躍 

・デジタル写真教室 参加者募集 

・読書講座のお知らせ（絵本「やさしいかいじゅう」の世界に触れてみよう） 

・第 50 回 宿毛市芸術祭開催案内 

・第 58 回 宿毛市美術展覧会 

・史跡を巡るスタンプラリー 

・第 27 回宿毛市オールドパワー文化展・女のまつり 

・連携企画展「おいしい土佐藩」 

・坂本図書館新刊だより 

・すくもサイクルフェスティバル 2022 開催案内

 

11 月号

・第 58 回 宿毛市美術展覧会表彰式 

・第 8 回絵手紙交流展 

・迎春 しめ縄アレンジメント教室 参加者募集 

・令和 5 年成人式～二十歳の集い～（開催案内） 

・宿毛文教センター臨時休館 

・宿毛の歴史講座 5 

・読書週間「この一冊に、ありがとう」 

・坂本図書館新刊だより

 

12 月号

・第 10 回 豊ノ島杯ちびっこ相撲大会 

・第 34 期宿毛市囲碁・将棋名人戦 

・第 27 回宿毛市オールドパワー文化展・女のまつりが開催されました 

・冬休み親子・子ども教室参加者募集 

・坂本図書館新刊だより

 

1 月号

・令和 4 年度宿毛市スポーツ賞候補者の推薦 

・第 22 回 芸能発表会 

・坂本図書館長期休館 

・雑誌・図書を差し上げます 

・坂本図書館新刊だより 

・プロ野球選手合同自主トレ案内

 

2 月号

・令和 5 年 宿毛市成人式～二十歳の集い～（表紙含む） 

・公民館施設の使用予約受付開始 

・第 8 回宿毛マラソン開催案内 

・坂本図書館新刊だより

 

3 月号

・岩村 3 兄弟胸像の寄付および除幕式 

・レスリング小学生が全国大会で活躍 

・デジタル写真教室 参加者募集 

・中央公民館施設の仮予約の電子申請開始 

・子ども将棋教室参加者募集 

・第 8 回 宿毛マラソン ボランティア募集 

・坂本図書館新刊だより
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○情報公開請求に対する情報の公開を行った。 

 

 

 

＊行政情報の公開状況 

 

 

 

＊個人情報の公開状況 

 

 

スポーツ合宿等に関する情報提供等、積極的に「広報すくも」を活用した。 

今後もあらゆる情報が全市的な広報となるよう「広報すくも」の計画的な活

用を図り、情報発信に努めたい。 

 

 

 件　数 全部公開 部分公開 非公開 不受理

 0 0 0 0 0

 評価

 
４

 件　数 全部公開 部分公開 不受理

 0 0 0 0
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管理・執行を教育長に委任する事務に対する意見 

 

１．学校教育に関すること 

基礎学力の定着並びに学力向上については、各種学力調査を有効に活用す

るとともに、現状を分析するなかで課題解決に努めており、今後も全国学力・学

習状況調査の結果等を踏まえ、引き続き課題解決に向けた取り組みを望みま

す。 

また、「生きる力」を育むとともに、郷土愛の育成に向けたキャリア教育の取り

組みについては、宿毛市の教育の柱として、今後も継続して推進してもらいた

い。 

いじめ対策については、本年度は減少となっていますが、今後も学校と教育

委員会はもちろんのこと、関係する各団体との連携を密にし、スマートフォンな

どのネット環境を利用した新たないじめ問題についても研修を重ね、早期発見

と問題解決に向けた取り組みを継続してもらいたい。 

不登校児童生徒は増加となっており、新型コロナの影響等様々な要因が考え

られると思うが、学校、家庭との連携を密にする中で早い段階で適切な対応が

できるよう心掛け、個別ケースの分析を行うなどの、対策を講ずるように努めて

もらいたい。 

学校施設の整備については、近い将来の発生が予測される南海トラフ大地

震時に子どもたちの安心・安全を確保できるよう、引き続き必要な対策に努め

てもらいたい。 

２．学校給食センターに関すること 

長年の懸案であった、新設学校給食センター設計委託業務を完了し、建築に

向け前進したことは評価できます。早期建築に向けて取り組んでもらいたい。
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３．生涯学習に関すること 

芸術・文化活動の活性化に向けた取り組みについては、宿毛文教センターが

生涯学習の拠点として更に活用されるよう、図書館並びに歴史館も含め、市民

のニーズに応えた新たな取組などの事業展開をするなど、更なる利用促進を図

り、子どもや若者、働き盛り世代や高齢者も含め、地域住民全体が参加できる

ような文化活動が更に充実していくことを望みます。 

社会体育施設の利活用については、学校施設の開放も含め多くの市民がス

ポーツに親しむための環境づくりに努めており、有効に活用されているものと考

えます。 

スポーツ合宿及び大会の誘致については、ジャパンサイクルリーグ高知県宿

毛市ロードレースなどのスポーツ大会の誘致やスポーツ合宿誘致の取組を進

めており評価できます。 

本年度は、マウンテンバイクコースの整備も完成したので、今後も、市民をは

じめ各種競技団体が気持ちよく使っていただけるよう、施設整備や施設の維持

管理についても予算確保に努め、充実を図っていくことを望みます。 

新型コロナウイルスの影響により、多くの活動が中止あるいは規模縮小を余

儀なくされています。今後は、感染防止対策を図ったうえで文化活動が再開さ

れるよう望みます。


